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168.00

◎施策の基本情報
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政策の目指す姿

高齢者が当事者となった交通事故
の発生状況を示す指標

政策No 政策名
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R04

2,650.00

2,737.00

162.00165.00

132.00

27.00

125.00

25.00

施策の目指す姿

R03

現状と課題

2,650.00

2,724.00

28.00

交通事故の発生状況を示す指標

交通安全推進活動への市民参加状
況を示す指標

出典：岩手県警察本部（交通事故
発生状況）

出典：花巻警察署統計資料（暦年
）
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2,650.00

2,659.00

160.00
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目
標
値

実
績
値

目
標
値

実
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値

出典：花巻市交通安全対策協議会
統計資料
交通安全コンクール「チャレンジ
１００」の参加者数を計測する。

施策主管課 課長名

施策No 施策名 関係課名

◎前年度の評価の振り返り

前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0204 日常生活の安全確保 市民生活総合相談センター 坊澤 尚行

安全・安心な日常生活を送っています

03 交通安全の推進

交通事故が少なくなっています

【現状】
・交通事故（人身）件数全体の50％前後は高齢者が関係しており、高齢者の事故が多いと言えます。
・高齢者等の道路横断中の交通事故がなくならない状況にあります。
・次世代を担う子どもを交通事故から守ることが求められています。
・働き方の多様化などにより交通指導員を新たに務める人が少なくなっています。

【課題】
・交通事故をなくすため、高齢者の交通安全対策を講じることが求められています。
・子どもを交通事故から守るため、交通ルールの理解と交通マナーの習慣付けを図る必要があります。
・運転者の交通安全意識と道路横断者の交通マナーの向上を図る必要があります。
・交通指導員の負担を軽減し、新たな担い手の確保が必要です。

・高齢者の交通事故対策として体験型の俊敏性測定器を活用した交通安全教室の開催、高齢者免許返納支援事業を継続推進する。
・子どもや高校生の交通安全意識を高めるため、幼保園、学校や学童クラブ、ＰＴＡ等と連携して交通安全教室をはじめとする施策を継続し
て取り組む。
・地域の交通安全への関心を高められるよう広報啓発活動に取り組み、交通指導員養成講座への参加を促すとともに、交通指導員の負担軽減
となるような活動の在り方について見直しの検討を行い、交通指導員の確保を図る。

・園児や小中学校生徒、高齢者等を対象に各世代に応じて、歩行時や自転車運転時の留意すべきポイント解説や、体験型機材を活用して自身
の身体能力（俊敏性）を計測するなど、交通安全教室の内容の充実を図り開催。
・花巻市交通安全対策協議会、花巻市交通安全協会、花巻市交通安全母の会などの関係機関と連携して「ライト早め点灯パトロール」、「一
服一休運動」、「交通事故死ゼロを目指す日」など季節やテーマごとに街頭指導等の啓発活動を実施。
・交通指導員養成講座を令和５年２月に企画したが参加希望者がなく実施できなかった。

(１ )交通安全意識の啓発
○交通指導員等による街頭啓発活動、子ども、高齢者等を対象とした交通安全教室の開催
・登校時の街頭指導、各年代に応じた交通安全教室を実施
○高齢者世帯への訪問活動などによる交通安全啓発活動の実施
・交通安全母の会等と連携した訪問活動（啓発物品等の配布）
○高齢者の運転免許返納者への支援
・高齢者運転免許返納支援事業の継続実施
○交通安全対策協議会や関係機関等と連携した交通安全運動の実施
・交通安全協会等と連携し啓発活動を実施
○交通安全コンクール「チャレンジ100」の参加促進
・交通事故防止と運転者の交通ルール遵守の習慣づけを目的に実施
○交通安全推進モデル地区指定による交通安全の推進
・４地区（花北、矢沢、八幡、土沢）を指定
○交通指導員養成講座の実施

施策評価シート(令和4年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

なし

（交通安全推進事業）
・交通指導者で事故多発地域などを重点的に巡回し、交通事故ゼロに向けた効果的な広報啓発を行う。
・交通安全ポスターコンクール、交通安全川柳の募集、交通安全暑中見舞いはがき作戦など子どもから大人を対象とした事業の実施を継続す
ることによりあらゆる世代の交通安全意識の向上を図る。

・道路交通法の改正により令和5年4月1日からすべての自転車利用者にヘルメット着用が努力義務化された。自転車事故での頭部外傷の割合
は高くさらに致命傷に至る可能性も高いことから、ヘルメットの着用について普及啓発していく必要がある。

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・花巻市におけるすべての交通事故のうち高齢者が関わっている割合は、令和２年45.3％、令和３年43.2％、令和４年44.8％とほぼ横ばいで
依然として高い状況にある。
・花巻市交通指導員は、市における交通安全の保持のため必要な指導及び交通安全思想の普及に努めるために市長が委嘱しているが、指導員
の高齢化などで退任し人員が減少、担い手確保が課題になっている。交通指導員の街頭指導活動や教育活動などの任務の負担軽減のため平成
３０年度に交通安全専門員、令和２年度には専任交通指導員を当センターに配置し交通指導員の任務のオペレーションをしているところであ
るが、引き続き担い手の確保に向けて負担軽減について検討が必要。

・高齢者の交通安全対策として俊敏性や認知反応を測定する機材を活用した交通安全教室の開催、高齢者免許返納支援事業を継続して推進す
る。
・子どもや高校生の交通安全意識を高めるため、学校や学童クラブ、PTA等と連携して交通安全啓発活動に取り組む。
・交通指導員の役割や活動状況について紹介する機会を創出して認知度の向上を図るとともに、業務の負担軽減等について交通指導員から意
見聴取するなど、交通指導員の担い手確保に向けた対策に取り組む。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「交通安全コンクール参加者数」【達成度a】
市ホームページなどでの周知、花巻市交通安全対策協議会の構成団体への参加促進を依頼した結果、参加チーム数、参加人数とも
に過去最高となった。（令和４年度：参加チーム数４４２チーム、参加人数２，７３７人）
■成果指標「交通事故（人身）件数」【達成度a】
交通指導員による街頭指導や児童生徒を対象にした交通安全教室などの交通安全啓発の継続した活動により市民の交通ルール遵守
の意識づけが図られた。
■成果指標「高齢ドライバー事故(人身）率」【達成度ｃ】
交通安全の啓発活動の継続により、高齢者ドライバーによる事故発生件数は近年減少で推移しているが、交通事故（人身）件数全
体が減少しているため全体に対する構成比は上昇傾向にあり、指標とする抑止目標値を上回ってしまったもの。高齢者の事故要因に
は高齢に伴う身体・認知能力の衰えが一般的にいわれるが、そのことの気付きが重要とされている。
※令和４年高齢ドライバー（人身）事故率：高齢者事故46件／事故総数125件＝36.80％
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施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

020

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

交通指導員による街頭指導等の実施
街頭指導出動人数のべ3,372人、広報活動人数のべ197人

高齢者の事故防止のため自主的に運転免許証を返納した方（65歳以上）にバス及びタクシー料金の一部を助成する。
運転免許証の自主返納者数（65歳以上）379人 事業利用者数319人

C

C

一致

一致

直結

直結

A

A

交通安全推進事業費

高齢者運転免許返納支援事業費

市民相談

市民相談


